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2 伊達市の地域公共交通を取り巻く現状と課題 

 

2-1 地域特性 

2-1-1 位置・地勢 

本市は北海道の中央南西部、噴火湾（内浦湾）に面し、道都・札幌市と函館市の中間に位置する

胆振総合振興局管内のまちで、伊達地域と大滝区は壮瞥町を挟み、東は登別市・白老町・千歳市、

西は喜茂別町・留寿都村・洞爺湖町、南は室蘭市、北は札幌市と接しており、面積は 444.21 ㎢と

なっています。 

気候は、日本海から津軽海峡を通過する対馬暖流の影響を受け、四季を通じて温暖であり、初雪

も 11 月と遅く、降雪量も少なく、「北の湘南」と称されています。一方、内陸に位置する大滝区は

内陸性の気候となっており、最深積雪が 100cm を上回ります。支笏洞爺国立公園の中心に位置し、

道央圏と道南圏の観光エリアを結び付ける好地域性で、三階滝や天然温泉などの優れた観光資源を

有し、伊達地域とは異なる魅力を発信しています。 

伊達地域の北西部に位置する有珠山は西胆振地域のシンボル的な存在であり、ユネスコ世界ジオ

パークに認定されています。有珠山はレクリエーションや自然学習の場であるだけでなく、その火

山灰土が本市の豊かな農業の基盤を作るなど、重要な役割を果たしています。また、有珠山は、20

世紀の 100 年間で 4 度も噴火活動が観測された、世界的に見ても活発な活火山です。そのため、過

去の噴火の経験を生かし、今後も十分な備えを継続することが必要となっています。 

主要都市とは、JR 室蘭本線、道央自動車道、幹線国道等で結ばれ、伊達地域から JR 特急を利用

した場合、札幌市へは約 1 時間 40 分、函館市へは約２時間でアクセスすることが可能です。 

 

 

図 2-1 位置図 

胆振総合振興局 
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2-1-2 人口 

（１）人口と高齢化率の推移 

本市の人口は、平成７年（1995 年）国勢調査では 36,647 人、令和 2 年（2020 年）国勢調査で

は 32,826 人となっています。 

このうち、老年人口（65 歳以上人口）は、令和２年時点で 12,601 人（38.4％）まで達してい

ます。さらに、将来、北海道新幹線が全線開業（札幌延伸）予定の令和 12 年（2030 年）には、人

口は 29,882 人、うち老年人口は 12,079 人（40.4％）になる見通しです。 

このように総人口が減少していく中で、高齢者の比率がさらに高まるため、将来は高齢者による

事故や高齢で運転できなくなる人（免許返納者）の増加が見込まれます。 

また、将来的には、海外から道内へのインバウンドの増加・定着を考慮し、減少する地域住民に

加えて、外部の関係人口・交流人口の取り込みもますます重要になります。 

 

資料： R２年までは国勢調査（※H17 年以前は旧大滝村との合計値）            

R7 年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」による推計 

図 2-2 総人口及び年齢３区分人口の推移と将来推計 
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（２）家族構成の推移 

世帯数は、平成 22 年（2010 年）までは増加の傾向にありましたが、内訳では、核家族以外の世

帯が減少しており、同年以降は、核家族世帯も減少しています。 

また、単独世帯は増加が続いています。 

 
資料：国勢調査（※H17 年以前は旧大滝村との合計値） 

図 2-3 伊達市の世帯の家族類型の推移 
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（３）人口密度 

平成 27 年（2015 年）国勢調査での人口密度を見ると、伊達紋別駅を中心とする市街地は人口密

度が高く、郊外部は市街化区域内においても低い傾向ですが、国道沿線などにおいては、市街化調

整区域においても広域分散的に居住が分布しています。また、大滝区は国道 453 号沿線に居住が集

中しています。 

 

 

資料：平成 27 年国勢調査 

図 2-4 人口密度 
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（４）老年人口割合分布状況 

平成 27 年（2015 年）国勢調査での 65 歳以上の老年人口割合の分布状況を見ると、広範囲に高

齢化率の高い箇所が見られますが、特に有珠地区の高齢化率が高くなっています。 

 

 

資料：平成 27 年国勢調査 

図 2-5 老年人口割合分布状況 
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（５）転入者数及び転出者数の推移 

転入者数及び転出者数の推移は、平成 14 年（2002 年）では転出者より転入者の方が多く、社

会増の状態にありましたが、平成 20 年（2008 年）以降はほぼ同数で推移しており、令和 2 年

（2020 年）以降では転入者数より転出者数が多く社会減の状態にあります。一方、出生と死亡は

死亡が多い自然減であり、この幅が年々拡大傾向となっています。 

 

 

資料：住民基本台帳人口動態（※H17 年以前は旧大滝村との合計値） 

図 2-6 出生・死亡、転入・転出数の推移 
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（６）就業者・通学者の移動実態 

都市間の 15 歳以上の就業者・通学者の移動実態については、本市から市外への通勤・通学者は

「室蘭市」が最も多く 2,178 人となっており、次いで「洞爺湖町」、「壮瞥町」が多くなっています。 

また、市外から本市への就業者・通学者も「室蘭市」が最も多く 1,132 人となっており、次いで

「洞爺湖町」、「壮瞥町」が多くなっています。 

 

資料：平成 27 年国勢調査 

図 2-7 15 歳以上就業者・通学者の移動実態 
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2-1-3 自動車・事故・運転免許自主返納状況 

（１）自動車保有台数の状況 

自動車保有台数は横ばい状況ですが、市民一人あたりの保有台数は増加傾向にあり、全道の数値

と比べても高い状況にあります。 

 

  

資料：北海道自動車統計（各年度末時点） 

図 2-8 自動車保有台数の推移 
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（２）交通事故の発生状況 

交通事故の発生件数は減少しており、平成 30 年（2018 年）以降は 60 件を下回っています。一

方で、高齢者の事故割合は増加しており、令和 2 年（2020 年）では約 4 割となっています。車に

頼らない高齢者の生活の足の確保が重要となっています。 

 

資料：伊達警察署 

図 2-9 交通事故発生件数及び高齢者の事故割合 

（３）自動車運転免許の自主返納状況 

自動車運転免許の自主返納件数は令和元年（2019 年）まで増加していました。令和 2 年（2020

年）は令和元年と比較すると減少しているものの、平成 30 年（2018 年）と比較すると増加してい

ることから、年ごとの変動はあるものの、相対的に免許返納者が増加していると考えられます。 

運転を辞めたいときに辞められる環境づくりが必要です。 

 

資料：伊達警察署 

図 2-10 自動車運転免許自主返納件数の推移  
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2-1-4 観光 

宿泊客数の状況 

本市の観光入込客数は、平成 30 年度（2018 年度）には宿泊客数が約 25 万人、入込総数が約

173 万人でした。 

令和元年度（2019 年度）、令和 2 年度（2020 年度）は新型コロナウイルス感染症の拡大の影響

により減少に転じましたが、今後の動向が期待されます。 

 

資料：平成 25 年度～令和２年度 北海道観光入込客数調査 

図 2-11 観光入込客数・宿泊客数の推移 
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2-1-5 施設立地状況 

中央地区、市街地区、東地区に都市機能が集積しており、大滝区は国道 453 号沿線に公共施設が

立地していますが、商業施設（スーパーマーケット）や医療施設はなく、公共交通による移動支援

が必要です。 

また、伊達地域においても、郊外部にも都市施設が点在しており、こちらも、まちづくりの方向

性に合わせた公共交通による移動支援の検討が重要です。 

 

図 2-12 伊達市における都市機能施設の立地状況 
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（１）医療施設の分布状況 

 

図 2-13 主な医療施設の分布状況 

（２）学校施設の分布状況 

 

図 2-14 主な学校施設の分布状況 
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（３）商業施設の分布状況 

 

図 2-15 主な商業施設の分布状況 

（４）公共施設の分布状況 

 

図 2-16 公共施設の分布状況 
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（５）観光施設の分布状況 

 

図 2-17 観光施設の分布状況 
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2-2 公共交通の概要 

2-2-1 市内を運行する公共交通 

本市の公共交通網は北海道旅客鉄道株式会社（JR 北海道）による鉄道のほか、道南バス株式会社

による路線バスが運行されています。 

 

 

図 2-18 市内の公共交通運行路線図 
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2-2-2 公共交通勢力圏の状況 

公共交通勢力圏内の人口は28,814人（平成27年（2015年）10月1日現在）となっており、

公共交通は全人口の 82.3％をカバーしています。なお、空白地域においては愛のりタクシーが

全域をカバーする形で運行しておりますが、空白地域における愛のりタクシーの対象外となる

60 歳未満の人口は 3,439 人で、全人口の 9.8％がタクシー以外の公共交通の利用が難しい状態

となっています（大滝区を除く）。 

 
資料：平成 27 年国勢調査、国土数値情報 

図 2-19 公共交通の勢力圏と人口分布 
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2-2-3 鉄道 

鉄道は、ＪＲ北海道・室蘭本線が乗り入れており、市内には伊達紋別駅、有珠駅、長和駅、北舟

岡駅、稀府駅、黄金駅の 6 つの駅があり、伊達紋別駅以外は無人駅となっています。 

札幌駅－函館駅間をつなぐ特別急行列車の北斗が１日 22 便、室蘭方面－長万部方面をつなぐ普

通列車が 1 日 27 便となっています。 

表 2-1 JR の運行状況 

資料：JR 北海道 

JR 伊達紋別駅の 1 日当たりの乗降客数は平成 24 年度（2012 年度）までは 1 日 1,300 人強で推

移していましたが、平成 27 年度（2015 年度）に 1,029 人、平成 29 年度（2017 年度）には 981

人、令和元年度（2019年度）に796人と年々減少傾向にありましたが、令和2年度（2020年度）

には 958 人と、増加しています。 

  
※伊達紋別駅以外の駅は無人駅のため、数値公表なし 

資料：JR 北海道 

図 2-20 伊達紋別駅の 1 日の平均乗降客数の推移 

1360 1360 1340 1,322
1,160 1,146

1,029 1,020 981
867

796
958

0

500

1000

1500

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 R2年度

（人）

運行

主体 
路線名 伊達市内停車駅 区間 

運行便数 

（便/日） 

所要 

時間 

Ｊ
Ｒ
北
海
道 

室蘭 

本線 

伊達紋別駅 札幌駅 - 函館駅 
上：11 便 

225 分 
下：11 便 

黄金駅 – 稀府駅 – 北舟岡駅 - 

伊達紋別駅 - 長和駅 – 有珠駅 

東室蘭駅 - 豊浦駅 
上：4 便 

52 分 
下：5 便 

東室蘭駅 - 長万部駅 
上：5 便 

89 分 
下：2 便 
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2-2-4 路線バス 

（１）路線バスの概要 

路線バスは、市内を循環する関内弄月線が２系統 10 便運行しているほか、室蘭市・洞爺湖町・

豊浦町等の西胆振地域内の広域移動を支援する路線が運行しています。また、伊達市街地と大滝区

や後志地域をつなぐ路線が 2 系統片道 8 便運行しています。このうち、国庫補助路線は特に維持の

必要性が高い路線です。 

利用者数は平成 30 年度まで増加していましたが、新型コロナウイルス感染症等の影響により近

年急激に減少しており、令和 2 年度には 50 万人を下回っています。 

 

表 2-2 市内を運行する路線バスの概要（運行主体：道南バス㈱） 

路線名 
国庫補助※ 

路線 
区間 経由地 

便数 

(便／日) 

所要 

時間 

関内弄月線 
(舟岡方面) 

 
伊達駅 – 伊達駅 見晴団地・元町 7 便 48 分 

関内弄月線 
(関内方面) 

 
伊達駅 – 伊達駅 

関内小学校前・ 
竹原町 3 便 35 分 

有珠線 

 上稀府 – 伊達駅 － 下：2 便 25 分 

◎ 洞爺湖温泉 –上稀府 洞爺駅前 
上：4 便 
下：3 便 65 分 

伊達線  
洞爺湖温泉 –  

伊達駅前 壮瞥町役場 下：1 便 45 分 

豊浦線 

 
豊浦しおさい前 – 

上稀府 
洞爺湖駅前 

上：1 便 65 分 

◎ 
豊浦しおさい前 – 

伊達駅 
上：4 便 
下：5 便 49 分 

湖畔線  
洞爺水の駅 – 

伊達緑丘高校前 
壮瞥町役場・ 

伊達駅前 
上：1 便 
下：1 便 75 分 

室蘭・洞爺線 

◎ 洞爺湖温泉 – 
室蘭フェリー 

ターミナル 

壮瞥役場前 
上：6 便 
下：4 便 140 分 

◎ 有珠駅前 
上：6 便 
下：8 便 147 分 

室蘭・伊達線 ◎ 

伊達駅前 – 
室蘭フェリー 

ターミナル 
山下団地中央 

上：3 便 
下：3 便 108 分 

大滝・倶知安線
(胆振線) 

◎ 倶知安 – 伊達駅前 喜茂別 
上：3 便 
下：3 便 144 分 

◎ 
伊達駅前 – 

大滝本町東団地 久保内 
上：5 便 
下：5 便 61 分 

 ※地域公共交通確保維持改善事業費補助金（地域間幹線系統補助） 

資料：道南バス（R3.12 時点） 
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図 2-21 路線バスの運行系統（路線図） 
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（２）路線バスの利用状況 

市内を走る路線バスの各路線における全区間の乗客人員数は次のとおりです。 

室蘭・洞爺線が突出して多くなっていますが、これは、室蘭市内での利用が大きく影響している

もので、伊達市以西を走る路線の乗客人員数合計の２倍以上となっています。 

また、令和２年度（2020 年度）は新型コロナウイルス感染症の影響により、利用が大幅に減少

していますが、同年からの QR コード決済や、令和３年（2021 年）７月からのバスロケーション

システムの導入・運用による利便性向上、利用増を図っています。 

 

 

資料：道南バス 

図 2-22 路線バスの年間乗客人員数の推移 

 

  

591,481
610,451

593,571 597,034
614,384

658,530
681,793

641,069

492,520

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 R2年度

（人）

伊達線 豊浦線 有珠線 室蘭・洞爺線 大滝・倶知安線 湖畔線 総数
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豊浦線 32,609 31,331 29,501 28,350 36,697 40,278 39,260 39,116 30,769
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区分

年
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（３）路線バスの課題 

本市の公共交通に係る補助金額は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、平成 29 年（2017

年）から令和 2 年（2020 年）にかけて国鉄胆振線代替バス運営等補助金、道南バス生活路線維持

費補助金が増加しており、特に国鉄胆振線代替バス運営費等補助金は平成 28 年（2016 年）から令

和 2 年にかけて約 2.5 倍増加しています。 

また、全体の補助金としては、平成 30 年（2018 年）までは減少傾向にありましたが、同年以降

は増加しています。 

 

図 2-23 伊達市の公共交通に係る補助金額の推移  
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大滝区関連補助金

77,294
72,870 71,917

76,775 78,930

（千円）
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2-2-5 スクールバス 

スクールバスは、黄金・稀府地区、有珠・長和地区、大滝区でそれぞれ平日・休日便があります。 

黄金・稀府地区、及び有珠・長和地区のスクールバスは、道南バス株式会社に業務委託しており、

契約は「年間契約」と「単価契約」の 2 本立てとしています。大滝区のスクールバスは、市の直営

で運営しています。 

利用者は 3.5万人前後で推移しており、令和 2年度（2020年度）は 35,848人となっています。有珠・長

和地区では平成 30年度（2018年度）から増加を続けていますが、大滝区では令和元年度（2019年度）

から 1万人を下回っています。 

 

資料： 学校教育課、地域振興課 

図 2-24 市内を運行するスクールバス利用者の推移 
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2-2-6 タクシー 

タクシー事業者は株式会社伊達ハイヤーと光星タクシー有限会社の２社が運行しています。 

保有車両台数は経年的に減少しており、令和 2 年度（2020 年度）では 31 台まで減少していま

す。また、利用人員も、年々減少しており、同年度には 20 万人を下回っています。 

タクシー事業と愛のりタクシーは役割が重なる面もあるため、需要と供給のバランスに留意する

必要があります。 

 

 

資料：㈱伊達ハイヤー、光星タクシー㈲ 

図 2-25 タクシーの年間利用者数と保有台数の推移 
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2-2-7 愛のりタクシー（デマンド型交通） 

（１）愛のりタクシーの概要 

本市では、平成 18 年（2006 年）11 月より、高齢者の生活の足の確保を目的として、会員制乗

合いタクシー事業「愛のりタクシー」を実施しています。 

愛のりタクシーは、高齢者が自宅から目的地まで「Door to Door（ドア・ツー・ドア）」で移動

できるように考えられ、一般のタクシーとは違い、格安の料金で利用できる一方で、ほかの利用者

と乗合い（乗り合わせ）になる場合もあります。 

愛のりタクシーは、運行日時内の任意の時間で運行する「通常便」と、決まった時間・便数で運

行する「定時便」があり、市が伊達商工会議所に業務委託し、実施しています。 

  

表 2-3 愛のりタクシーの概要 

対象者 
60 歳以上でタクシーの乗り降りが自分でできる方 

※事前の会員登録が必要（入会手数料 \1,000） 

サービス提供主体 

事業主体：伊達商工会議所 

運行主体：市内タクシー会社 2 社 

予約受付：運行業者（市内タクシー会社 2 社）が予約を受付 

運行区域 伊達市内（大滝区を除く） 

利用申込 前日と当日までの予約（当日予約は利用 1 時間前まで） 

通常便 

【運行日時】 

（月）～（土）8:00～18:00 ※日・祝日は運休 

 

【運賃】 

市内を 8 地区に分割した運賃設定 

※同じ地区内か隣接地区への移動：500 円、以降 1 地区毎に 500 円ずつの加算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【割引サービス】親子割・夫婦割 

以下の条件を満たすと 1 人分の料金が半額 

①通常便を利用する 

②1 人当たりの利用料金が 1,000 円以上 

③乗降場所が同じ場所 

④夫婦・親子両方が愛のり会員 
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定時便 

【運行日時】 

（月）～（土）※日・祝日は運休 

各ルート 3 便（8：30 発、9：30 発、10：30 発） 

 

【運賃】 

乗降場所にかかわらず 1 人 1 回につき 500 円 

 

【ルート】 

「黄金・稀府から中央行き」と「有珠・長和から中央行き」 

各地域からは乗車のみ、中央では降車のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：商工観光課 
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（２）愛のりタクシーの利用状況 

令和 3 年（2021 年）3 月現在の会員数は 1,857 人となっています。 

通常便・定時便全体の利用者数は、平成 23 年度（2011 年度）から大きく増加しました。これ

は、それまでは利用の前日までに予約する必要がありましたが、同年 9 月から当日予約が可能にな

ったためと考えられます。 

また、平成 28 年度（2016 年度）以降は減少傾向にあり、要因としては老年人口に占める就労者

の増加や高齢者の外出控え（行動の低下）等が考えられます。 

 
資料：商工観光課 

図 2-26 全体の利用者数（通常便＋定時便）の推移 

 

 定時便の利用者数は平成 27 年度（2015 年度）に大きく増加しました。これは、同年 6 月から

有珠、長和、黄金、稀府地区から中央地区への午前中の運行を定時便のみとする制度の見直しを行

ったためと考えられます。 

 
資料：商工観光課 

 

図 2-27 定時便利用者数の推移  
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（３）愛のりタクシーの課題 

愛のりタクシーの乗合率（愛のり率）は、令和 2 年度（2020 年度）は、通常便が 12.5％であり、

８回に 1 回が乗合いになる状況です。定時便は 84.4％と通常便よりも高くなっており、路線によ

っては定時便の平成 27 年度（2015 年度）～平成 30 年度（2018 年度）の愛のり率は 100％を超

えていました。 

【愛のり率の現状】 

 通常便  令和 2 年度：12.5％（令和元年度（2019 年度）：12.4％） 

      ⇒ ８回に１回が乗合い 

 定時便  令和 2 年度：84.4％（令和元年度：94.7％） 

      ⇒ 平成 27 年度～30 年度の愛のり率は 100％を超える路線も 

※愛のり率＝(利用者数－運行台数)／運行台数=利用者数／運行台数－１ 

愛のりタクシーを運行するために本市が拠出した金額は、平成 18 年度（2006 年度）から令和２

年度までの総額で約 1 億 5 千万円となっています。 

 
資料：商工観光課 

 

図 2-28 愛のりタクシー補助経費の推移 
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2-2-8 交通事業者の運転手の状況 

交通事業者の運転手は経年的に減少傾向となっており、道南バス株式会社では令和元年（2019

年）から 370 人を下回っています。 

また、年齢構成は年々高年齢化が進んでおり、今後においても運転手の高齢化の進展及び担い手

不足の状況が続くと予想されます。 

 

 
資料：道南バス 

図 2-29 道南バス・乗務員数と年齢構成の推移 
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2-3 各種調査結果 

2-3-1 室蘭都市圏パーソントリップ調査に基づく伊達市の分析結果 

伊達市民の日常交通の基礎的な状況を把握するため、室蘭都市圏パーソントリップ調査のデータ

を活用した分析を行いました。 

 

【パーソントリップ調査（以下ＰＴ調査）の概要】 

◆調査主体：北海道 

◆調査圏域：室蘭都市圏（室蘭市、登別市、伊達市、豊浦町、壮瞥町、洞爺湖町の３市３町） 

◆調査期間：平成 28 年（2016 年）～平成 30 年（2018 年） 

◆調査内容 

ＰＴ調査は、一定の調査対象地域内において「人の動き」（パーソントリップ）を調べるもの

であり、交通に関する実態調査としては最も基本的な調査の一つです。 

ＰＴ調査を行うことによって、交通行動の起点、終点、目的、利用手段、行動時間帯など 1 日

の詳細な交通データ（トリップデータ）を得ることができます。 
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（１）生成原単位 

ア．市町村別・年齢階層別の異動状況 

室蘭都市圏では、本市の外出率は 71.2%と高い割合となっています。また、グロスの生成原単

位は壮瞥町に次いで高くなっています。（図 2-30） 

本市の年齢階層別の移動に着目すると、年齢が高くなるにしたがって外出率が低くなっており、

特に 75 歳以上の高齢者では約 4 割となっています。この結果、グロスの生成原単位が 1.30 に留ま

っています。（図 2-31） 

ネットに着目すると、若年層（5～14 歳）では通学主体の約 3 トリップ弱になっているのに対し、

15 歳以上では約 3 トリップ強となっています。このことから、外出している高齢者は生産年齢と

同程度の活発な移動をしていることが分かります。 

  
資料：室蘭都市圏パーソントリップ調査 

図 2-30 室蘭都市圏の市町別生成原単位（グロス・ネット）、外出率 
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【用語説明】 

○トリップ    ：移動目的を達成するための出発地から目的地までの移動を１トリップとカウントす

るもので、ＰＴ調査では、移動目的に加え、利用した交通手段や移動時間帯などの

状況も調査しています 

○外出率     ：5 歳以上の住民のうち、1 日において外出した人の割合 

○グロス生成原単位：5 歳以上の住民の、外出しない人を含めた 1 人・１日の平均したトリップ数 

○ネット生成原単位：5 歳以上の住民の、外出した人に絞った 1 人・１日の平均したトリップ数 
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資料：室蘭都市圏パーソントリップ調査 

図 2-31 伊達市の年齢階層別生成原単位（グロス・ネット）、外出率 

 

イ．運転免許保有状況による移動状況 

免許保有者は外出率が 80％弱となっているのに対し、免許非保有者は約 20 ポイント低くなって

います。 

生成原単位に着目すると、免許保有の有無によりグロス・ネットが大きく変化する状況がみられ

ます（免許保有者はグロス・ネットが大きくなっています。）。（図 2-32） 

5 歳階級別の状況では、免許非保有者は 19 歳頃までは外出率が約 9 割と高くなっています。ま

た、高齢者の外出率は低くなっていますが、免許非保有者においてもネットでは 3 トリップ前後と

なっており、高齢者の公共交通等による移動が考えられます。（図 2-33） 

免許保有者は 79 歳までの高齢者を含めても 5 割以上の外出率となっており、さらに高齢者はネ

ットも比較的大きく自家用車での外出が予想されることから、免許返納などが課題です。（図 2-34） 

  
資料：室蘭都市圏パーソントリップ調査 

図 2-32 運転免許保有有無別の生成原単位（グロス・ネット）、外出率 
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資料：室蘭都市圏パーソントリップ調査 

図 2-33 免許非保有者の 5 歳階級別生成原単位（グロス・ネット）、外出率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：室蘭都市圏パーソントリップ調査 

図 2-34 免許保有者の 5 歳階級別生成原単位（グロス・ネット）、外出率 
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（２）運転免許保有率 

ア．性別・年齢別の移動状況 

男性の免許保有率は高齢になると低下する傾向にあるものの、総じて高い状況です。女性の免許

保有率は男性と比較して、高齢になると特に低くなり、80 歳以上では 2 割以下になっています。 

このため、高齢の男性に対する免許返納や女性に対する生活の足の確保など、属性に応じた公共

交通施策の検討が有効と考えられます。 

 

 

 
資料：室蘭都市圏パーソントリップ調査 

図 2-35 性別 5 歳階級別の免許保有率（上：男性、下：女性） 
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（３）トリップ状況 

目的別・代表交通手段別 

目的別のトリップ割合では、年齢が高くなるに従い私用交通の割合が高くなり、特に 75 歳以上

の高齢者では約 5 割となっています。（図 2-36） 

また、代表交通手段別のトリップ割合では、15～74 歳と比較すると 75 歳以上で徒歩の割合が高

くなっているほか、移動目的別の利用交通手段の割合をみると、通学目的において、鉄道やバスの

利用割合が高い状況もみられます。（図 2-37） 

 
資料：室蘭都市圏パーソントリップ調査 

図 2-36 年齢階層別目的別のトリップ割合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：室蘭都市圏パーソントリップ調査 

図 2-37 年齢・移動目的別代表交通手段別のトリップ割合 
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（４）時間帯別の分析 

代表交通手段別・目的別 

代表交通手段割合に着目すると、すべての時間帯で自動車による移動が多くなっているものの、

朝のピーク時や 14 時～17 時頃においては、徒歩やバスによる移動割合が増加傾向となっています。

（図 2-38） 

また、移動目的の割合に着目すると、10 時台で通勤や通学、業務以外の私用交通の割合が高く

なっています。（図 2-39） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：室蘭都市圏パーソントリップ調査 

図 2-38 時間帯別代表交通手段別トリップ割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：室蘭都市圏パーソントリップ調査 

図 2-39 時間帯別の移動目的割合 
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（５）地域間移動の状況 

ア．地区間移動（全交通手段・全目的） 

伊達市内の移動状況（全交通手段）を見ると、「中央地区」、「東地区」における地区内の移動が

多い状況です。地区間移動としては、「中央地区」と「東地区」間や「中央地区」と「市街地区」

間の相互移動が多く行われています。 

本市と他市町との移動状況については、「中央地区」や「東地区」と「室蘭市」間の移動が多く、

次いで「中央地区」と「洞爺湖町」間の移動が多い状況となっています。 

 

資料：室蘭都市圏パーソントリップ調査 

図 2-40 地区間移動の状況（全交通手段・全目的） 
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イ．地区間移動（全交通手段・買い物） 

伊達市内の買い物での移動状況（全交通手段）を見ると、「中央地区」における地区内の移動が

最も多くなっています。地区間移動としては、「中央地区」と「東地区」間や「中央地区」と「市

街地区」間の相互移動が多く行われています。 

本市と他都市との買い物での移動状況については、「中央地区」と「洞爺湖町」間の移動が最も

多く、次いで「中央地区」や「東地区」と「室蘭市」間の移動が多い状況となっています。 

 

資料：室蘭都市圏パーソントリップ調査 

図 2-41 地区間移動の状況（全交通手段・買い物） 
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ウ．地区間移動（全交通手段・通院） 

伊達市内の通院での移動状況（全交通手段）を見ると、「中央地区」における地区内の移動が多

くなっています。地区間移動としては、「中央地区」と「東地区」間や「中央地区」と「市街地区」

間、「東地区」と「市街地区」間の相互移動が多く行われています。 

本市と他都市との通院での移動状況については、「東地区」と「室蘭市」間の移動が最も多く、

次いで「中央地区」と「洞爺湖町」間の移動が多い状況となっています。 

 

資料：室蘭都市圏パーソントリップ調査 

図 2-42 地区間移動の状況（全交通手段・通院） 
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エ．地区間移動（自動車・全目的） 

伊達市内の移動状況（自動車）を見ると、「中央地区」における地区内の移動が多くなっていま

す。地区間移動としては、「中央地区」と「東地区」間の相互移動が最も多く行われており、「中央

地区」と「市街地区」間、「東地区」と「市街地区」間の相互移動も多く行われています。 

本市と他都市との移動状況（自動車）については、「東地区」と「室蘭市」間の移動が最も多く、

次いで「中央地区」と「洞爺湖町」間や「中央地区」と「室蘭市」間の移動が多い状況となってい

ます。 

 

 

資料：室蘭都市圏パーソントリップ調査 

図 2-43 地区間移動の状況（自動車・全目的） 
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オ．地区間移動（バス・全目的） 

伊達市内の移動状況（バス）を見ると、「東地区」における地区内の移動が多くなっています。

地区間移動としては、「中央地区」と「稀府地区」間の相互移動が最も多く行われており、「中央地

区」と「長和地区」間の相互移動も多く行われています。 

本市と他都市との移動状況（バス利用）については、「東地区」と「壮瞥町」間の移動が最も多

く、次いで「東地区」と「室蘭市」間の移動が多い状況となっています。 

 

資料：室蘭都市圏パーソントリップ調査 

図 2-44 地区間移動の状況（バス・全目的） 
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2-3-2 市民アンケート 

（１）調査の概要 

ア．調査目的 

市民の公共交通に対するニーズを把握するため、伊達市民 3,000人を対象にアンケート

調査を実施しました。この調査結果を活用し、伊達市民の生活行動（「買い物」、「通院」、

「通勤・通学」、「私用」）を把握するとともに、市内を運行するバス路線に関する改善事

項等及び持続可能な公共交通のあり方を検討する基礎資料を作成しました。 

 

イ．調査対象 

市内在住の 16 歳以上の 3,000 人を無作為抽出 

 

ウ．配布数 

3,000 件 

 

エ．調査方法 

伊達市発着の郵送配布・郵送回収 

 

オ．調査期間 

令和 3 年 1 月 15 日（金）～ 1 月 29 日（金） 

 

カ．回収数 

回収数： 1,559 票  回収率： 52.0% 

 

キ．調査項目 

・個人属性について（性別、年齢、職業、居住地、自動車・免許の有無、 

自動車運転の意向、運転が困難になった場合の移動手段） 

・交通機関の利用状況について 

（通勤・通学、買い物、通院、私用の４目的、冬期の移動手段の変化） 

・交通機関に対する考え方 

（普段の公共交通の利用頻度、バスのサービスの認知度、バス利用の際

に困っていること、運賃助成制度による利用頻度の変化、利用者の少

ないバスの減便・廃止について、将来的に必ず残して欲しいと考える

公共交通） 
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（２）集計結果 

ア．個人属性 

回答者の性別は、「女性」が約 6 割となっており、年齢については「75 歳以上」の割合が最も高

く、高齢者が約半数を占めています。 

職業は、「会社員・団体職員」、「無職」がそれぞれ 2 割強と割合が高くなっており、次いで「主

婦・主夫」の割合が高くなっています。 

 

 

図 2-45 性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-46 年齢 

 

図 2-47 職業 

 

 

居住地は、「市街地区」が約 4 割を占めており、次いで「中央地区」、「東地区」の割合が高くな

っています。 

 

図 2-48 居住地 
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運転免許・自動車の保有状況については、「運転免許も自動車も持っている」が約７割と高くな

っています。 

 

 

図 2-49 運転免許・自動車の保有状況 

 

自動車の運転意向については、「ある年齢頃まで運転したい」、「できる限りずっと運転したい」

が約 8 割を占めており、「ある年齢頃まで運転したい」と回答した人の中で、「75 歳～80 歳頃まで

運転したい」と考えている人の割合が高くなっています。 

 

 

図 2-50 自動車の運転意向 
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運転が困難になった場合の移動手段については、「徒歩、自転車」、「バスを利用する」の割合が

高くなっており、次いで「タクシーを利用する」の割合が高くなっています。 

 

図 2-51 将来、運転が困難になった場合の移動手段 

 

運転免許を返納することで困ることについては、「買い物に行けなくなる」の割合が最も高く、

次いで「通院ができなくなる」の割合が高くなっています。 

 

図 2-52 運転免許を返納することで困ること 
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イ．交通手段について 

① 通学・通勤 

通学・通勤の状況については、「通学している」、「通勤している」が約 6 割を占めています。 

 

図 2-53 通学・通勤の状況 

通学・通勤先については、「市街地区」が約 5 割を占めています。 

 

図 2-54 通学・通勤先 

交通手段については、通学は「JR」、「徒歩」、「バス」の割合が高く、通勤は「自動車（自分の運

転）」の割合が高くなっています。 

  

図 2-55 通学・通勤の際の交通手段 
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通学・通勤先に到着する時間帯については、「8 時」が最も高く、次いで「7 時」となっています。 

 

図 2-56 通学・通勤先に到着する時間帯 

 

 

 通学・通勤先から帰宅する時間帯については、通学・通勤ともに「18 時」が最も高く、次いで

通学・通勤の「17 時」となっています。その他に、通学は「19 時」、「16 時」、通勤は「19 時」の

割合が高くなっています。 

 

図 2-57 通学・通勤先から帰宅する時間 
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② 買い物 

商品宅配等の利用状況については、「利用していない」が約７割を占めており、次いで「商品宅

配を利用している」が約 3 割となっています。 

直接店舗へ買い物に行く頻度については、「週に２日以上」の割合が最も高く、「ほぼ毎日」「週

に１回」を含めた約９割は週に 1 回以上買い物に行っています。 

 

 

図 2-58 商品宅配等の利用状況 

 

図 2-59 直接店舗へ買い物に行く頻度 

 

  

買い物に行く際の交通手段については、「自動車（自分の運転）」が約 7 割となっており、次いで

「自動車（家族の送迎）」、「徒歩」の割合が高くなっています。 

 

図 2-60 買い物に行く際の交通手段 
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よく行く買い物先については、全体では「市街地区」が約 7 割と最も高く、次いで「中央地区」

の割合が高くなっています。（図 2-61） 

居住地別では黄金地区は「室蘭市」、有珠地区は「洞爺湖町（その他 28.8％のうち 18%が洞爺湖

町）」の割合も高くなっています。（表 2-６） 

 

 

 

よく利用する場所 

（自由記述） 

回答数

（n=2,247） 

イオン伊達店 474 

スーパーアークス伊達店 454 

コープさっぽろ だて店 321 

伊達市農協 A コープ 

くみあいマーケット本店 
264 

ウロコ山下店 96 

ウロコ末永店 64 

ウロコ舟岡店 60 

ツルハドラッグ伊達店 54 

図 2-61 よく行く買い物先（地区別） 

 

表 2-6 よく行く買い物先（居住地別） 

 

 

  

0.9%

0.1%

8.7%

36.5%

66.0%

0.1%

1.3%

0.4%

1.2%

15.5%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80%

黄金地区

稀府地区

東地区

中央地区

市街地区

関内地区

長和地区

有珠地区

大滝区

室蘭市

その他
(n=1,374)

居住地↓　　行先→ 黄金地区 稀府地区 東地区 中央地区 市街地区 関内地区 長和地区 有珠地区 大滝区 室蘭市 その他

黄金地区　(N=55) 10.9% 0.0% 0.0% 18.2% 81.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 30.9% 1.8%

稀府地区　(N=87) 3.4% 1.1% 3.4% 17.2% 82.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 23.0% 5.7%

東地区　(N=245) 0.8% 0.0% 39.2% 39.2% 55.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 13.5% 2.0%

中央地区　(N=301) 0.0% 0.0% 3.0% 80.4% 32.6% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 12.0% 2.0%

市街地区　(N=484) 0.0% 0.0% 1.0% 20.0% 84.7% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 16.9% 2.1%

関内地区　(N=23) 0.0% 0.0% 4.3% 39.1% 60.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 21.7% 0.0%

長和地区　(N=79) 1.3% 0.0% 2.5% 16.5% 81.0% 0.0% 16.5% 1.3% 0.0% 12.7% 2.5%

有珠地区　(N=52) 0.0% 0.0% 1.9% 19.2% 71.2% 0.0% 5.8% 9.6% 1.9% 9.6% 28.8%

大滝区　(N=36) 2.8% 0.0% 0.0% 5.6% 72.2% 0.0% 2.8% 0.0% 44.4% 5.6% 16.7%

50％以上の項目 30％以上の項目 10％以上の項目 

大 滝 区 

表 2-5 よく行く買い物先（店舗別） 
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買い物先に到着する時間帯については、「10 時」が最も高く、次いで「11 時」となっており、滞

在時間については、「30 分以内」、「30 分～1 時間」の割合が高くなっています。 

 

  

図 2-62 買い物先に到着する時間帯 

 

図 2-63 買い物先での滞在時間 
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③ 通院 

病院に行く頻度は、「数か月に 1 回」が約 4 割を占めており、次いで「めったに行かない」、「月

に 1 回」の割合が高くなっています。 

 

 

図 2-64 病院に行く頻度 

  

病院に行く際の交通手段については、「自動車（自分の運転）」が約６割となっており、次いで

「自動車（家族の送迎）」、「徒歩」の割合が高くなっています。 

 

 

図 2-65 病院に行く際の交通手段 
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よく行く通院先については、「市街地区」が約 5 割と最も高く、次いで「中央地区」、「室蘭市」

の割合が高くなっています。 

 

 

 

よく利用する病院 

（自由記述） 

回答数

（n=1,034） 

伊達赤十字病院 218 

守谷内科・耳鼻咽喉科 77 

いぶり腎泌尿器科クリニック 65 

小熊内科医院 61 

野村内科循環器科 59 

聖ヶ丘病院 51 

末永町内科クリニック 49 

日鋼記念病院（室蘭市） 45 

製鉄記念室蘭病院（室蘭市） 39 

藤原眼科・歯科 31 

図 2-66 よく行く通院先（地区別） 

 

病院に到着する時間帯については、「9 時」が最も高く、次いで「10 時」「8 時」となっており、

滞在時間については、「30 分～1 時間」の割合が最も高く、次いで「1 時間半～2 時間」の割合が

高くなっています。 

   

図 2-67 病院に到着する時間帯 

 

図 2-68 病院での滞在時間 
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表 2-5 よく行く通院先（病院別） 
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④ 私用などのお出かけの状況について 

私用などで出かける頻度は、「週に 2 日以上」が約 3 割を占めており、次いで「週に 1 回」、「ほ

ぼ毎日」の割合が高くなっています。 

 

 

図 2-69 私用などで出かける頻度 

  

私用のお出かけの際の交通手段については、「自動車（自分の運転）」が約 7 割となっており、次

いで「自動車（家族の送迎）」、「徒歩」の割合が高くなっています。 

 

図 2-70 私用のお出かけの際の交通手段 
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よく行く私用のお出かけ先については、「市街地区」が約６割と最も高く、次いで「中央地区」、

「室蘭市」の割合が高くなっています。 

 

図 2-71 よく行く私用のお出かけ先 

 

私用のお出かけ先に到着する時間帯については、「10 時」が最も高く、次いで「11 時」となって

おり、滞在時間については、「30 分～1 時間」、「1 時間半～2 時間」の割合が高くなっています。 

   

図 2-72 私用のお出かけ先に到着する時間帯 

 

  

図 2-73 私用のお出かけ先での滞在時間 
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ウ．交通機関（バスや鉄道など）に対する考え方 

① 普段の公共交通の利用頻度 

【バス】 

普段のバスの利用頻度については、全体では「めったに使わない」が約半数を占めています。 

年齢別では、10 歳代は「ほぼ毎日」が約 3 割であり、他の年代よりもバスの利用頻度が高くな

っています。（図 2-74） 

地区別では、大滝区は他の地区より利用頻度が高く、関内地区では「利用したことがない」が半

数以上となっています。（図 2-75） 

 

図 2-74 普段の公共交通（バス）の利用頻度（年齢別） 

 

図 2-75 普段の公共交通（バス）の利用頻度（地区別） 
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【鉄道】 

普段の鉄道の利用頻度については、全体では「めったに使わない」が半数以上を占めています。 

年齢別では、10 歳代は「ほぼ毎日」が約 4 割と高く、10 歳代・20 歳代は他の年代よりも鉄道

の利用頻度が高くなっています。（図 2-76） 

地区別では市街地区と関内、長和地区は他地区より利用頻度がやや高くなっています。（図 2-77） 

 

図 2-76 普段の公共交通（鉄道）の利用頻度（年齢別） 

 

図 2-77 普段の公共交通（鉄道）の利用頻度（地区別）  
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【タクシー】 

普段のタクシーの利用頻度については、全体では「めったに使わない」が半数以上を占めていま

す。 

年齢別では、75 歳以上は他の年代よりタクシーの利用頻度が高くなっています。 

地区別では、黄金地区・東地区・中央地区・市街地区・長和地区は他の地区より利用頻度がやや

高くなっています。 

 

図 2-78 普段の公共交通（タクシー）の利用頻度（年齢別） 

 

図 2-79 普段の公共交通（タクシー）の利用頻度（地区別） 
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② バスのサービスの認知度 

バス停留所の位置や運行経路・頻度など、バスのサービスの認知度については、全体では「あま

り知らない」が約半数を占めています。 

年齢別では、10 歳代・20 歳代はバスサービスの認知度が高くなっています。また、30 歳代以降

は年齢が上がるにつれて認知度が高くなっている状況です。（図 2-80） 

地区別では、大滝区は「よく知っている」、「知っている」が約 7 割を占めています。（図 2-81） 

 

 

図 2-80 バスのサービスの認知度（年齢別） 

  

図 2-81 バスのサービスの認知度（地区別）  
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③ バスを利用する際に困っていること 

バスを利用する際に最も困っていることについては、全体では「利用したい時間にバスがない」、

「困っていることはない」がそれぞれ２割強となっています。 

年齢別では、10 歳代・20 歳代は「利用したい時間にバスがない」が約 4 割となっています。（図

2-82） 

地区別では、関内地区・有珠地区では「自宅付近にバスが運行していない」が約 3 割と他の地区

より高くなっています。（図 2-83） 

 

図 2-82 バスを利用する際に最も困っていること（年齢別） 

 

図 2-83 バスを利用する際に最も困っていること（地区別） 
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④ バスを利用する際に困っていることが改善された場合の変化 

前項の困っていることが改善された場合の利用頻度の変化については、全体では「将来的に回数

が増える」が半数を占めており、次いで「変わらない」の割合が高くなっています。 

年齢別では、10 歳代は「すぐに回数が増える」が約 2 割となっています。（図 2-84） 

地区別では、有珠地区は「すぐに回数が増える」の割合が他の地区よりも高くなっています。

（図 2-85） 

 

図 2-84 困っていることが改善された場合の利用頻度の変化（年齢別） 

 

図 2-85 困っていることが改善された場合の利用頻度の変化（地区別） 
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⑤ 公共交通の運賃を助成する制度による利用頻度の変化 

公共交通の運賃を助成する制度による利用頻度の変化については、全体では「将来的に回数が増

える」が半数以上を占めています。 

年齢別では、10 歳代は「すぐに回数が増える」が約 3 割となっています。（図 2-86） 

地区別では、有珠地区は「すぐに回数が増える」の割合が他の地区よりも高くなっています。

（図 2-87） 

 

図 2-86 公共交通の運賃を助成する制度による利用頻度の変化（年齢別） 

 

図 2-87 公共交通の運賃を助成する制度による利用頻度の変化（地区別） 
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⑥ 利用者の少ないバスの減便・廃止について 

利用者の少ないバスの減便・廃止については、全体では「減便してもよい」が 5 割弱となってお

り、次いで「現状を維持してほしい」が 4 割強となっています。 

年齢別では、30 歳以上では年齢が上がるにつれて「現状を維持してほしい」の割合が高くなっ

ています。（図 2-88） 

地区別では、大滝区は「現状を維持してほしい」が約７割を占めており、関内地区は「廃止して

もよい」が約 5 割となっています。（図 2-89） 

 

図 2-88 利用者の少ないバスの減便・廃止について（年齢別） 

 

図 2-89 利用者の少ないバスの減便・廃止について（地区別） 
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⑦ 将来的に必ず残して欲しいと考える公共交通 

将来的に必ず残して欲しいと考える公共交通については、全体では「路線バス」、「鉄道」がそれ

ぞれ約 3 割となっています。（図 2-90） 

 

図 2-90 将来的に残して欲しいと考える公共交通 

 

年齢別では、10 歳代は「鉄道」の割合が最も高くなっています。年齢が上がるにつれて「鉄道」

の割合が低くなり、「愛のりタクシー」の割合が高くなっています。（図 2-91） 

 

 

図 2-91 将来的に残して欲しいと考える公共交通（年齢別） 
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地区別では、大滝区は「路線バス」の割合が最も高くなっています。中央地区・市街地区では他

の地区より「鉄道」の割合が高くなっており、黄金地区・関内地区では「愛のりタクシー」の割合

が高くなっています。（図 2-92） 

 
  

エ．伊達市の公共交通に関する意見 

アンケートの最後に記入いただいた自由記述（任意）を集計した結果を以下に示します。 

集計の結果、「路線の再編」に関する意見が最も多く、増便やルートの見直し、バス停留所の再

配置などに関する意見が見受けられました。その他の詳細としては「バスの待合環境の改善」、「キ

ャッシュレス決済の導入」、「サービスの改善」等となっております。 
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図 2-93 伊達市の公共交通に関する意見 

図 2-92 将来的に残して欲しいと考える公共交通（地区別） 
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2-3-3 ワークショップ 

（１）開催概要 

ア．開催目的 

アンケート調査では把握しきれない地域の実情やニーズを確認しつつ、乗車体験や意

見交換などを通じて、持続可能な地域公共交通として何が必要なのか（できるのか）を

市民（利用者） 、事業者、行政の視点で考えるため、ワークショップを開催しました。 

 

イ．参加者 

市内に在住しているか、市内の事業所に勤務している 24 名 

（２）開催状況 

開催日程 主なテーマ 

第１回 令和２年 11 月 11 日（水） 地域公共交通に対するイメージ 

第２回 令和２年 11 月 17 日（火） 国鉄胆振線の廃止と代替バスの現況 

第３回 
令和２年 11 月 25 日（水） 

～11 月 29 日（日） 
市内循環バスの乗車体験（全４回） 

第４回 令和 3 年 2 月  1 日（月） これからの公共交通に必要なことは？① 

第５回 令和 3 年 2 月 19 日（金） これからの公共交通に必要なことは？② 

図 2-94 ワークショップの様子 
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（３）開催結果 

第１回から第３回までのワークショップによって、参加者は本市の公共交通を体感し、意見を交

わし合うことで、その理解を深めました。 

さらに、第３回までに得られた経験や話し合いの結果を踏まえて、第４回と第５回のワークショ

ップにより、伊達市の「これからの公共交通に必要なこと」について、たくさんの意見をいただき

ました。 

【いただいた意見・提案（抜粋）】 

【鉄道・路線バスの充実】 

・JR の運行本数の増便 

・利用者の行動時間に合った公共交通の運行 

・目的に合わせて商業施設や医療施設に行く公共交通の運行 

・伊達市内の景観スポットと路線バスの経路のマッチングによる観光への活用 

「愛のりタクシーの拡充】 

・仕組みや存在が分かりにくいため、体験会や車両ラッピング等による PR 強化や利便性の向上 

・サービスの対象者を高齢者だけではなく、妊婦など移動の不便な方に拡大 

・伊達まちカードとの連携など、地域での一体的な取組の実施 

・ＡＩ技術を活用した、運転手の負担にも配慮した効率的な運行 

【タクシーの活用】 

・ジャパンタクシーの導入による、車いすの利用者や妊婦にも優しい移動支援 

・高齢者がタクシーを利用しやすい割引などの環境づくり 

【大滝区の公共交通】 

・大滝区への愛のりタクシーのような便利な公共交通の導入 

・自治会単位での週 1 回の循環バスの運行 

【多種多様な移動手段の活用】 

・公共交通空白地有償運送の活用 

・貨客混載など、複合的な地域課題の解決 

・スクールバスや福祉車両、商業施設の車両など、今ある交通資源の活用による移動支援 

【待合空間の形成】 

・鉄道と路線バスの乗継（接続）時間の改善 

・待合空間の確保や待合室にカフェを設けるなどの空間づくり 
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【運賃体系】 

・市内全体での均一運賃の導入 

・キャッシュレス決済の導入 

【利用促進】 

・コンシェルジュやサポーターによる公共交通の使い方紹介・支援 

・MaaS の導入による移動支援や、イベント・サービスの一体的な取組での地域の活性化 

・公共交通を使うことで健康ポイントがたまるなど、公共交通と他分野との組み合わせ 

【持続可能な公共交通】 

 ・居住地、居住年数、年齢、自動車保有状況など、地域によって特性が異なるため、地域特性

に応じた公共交通のあり方を考えることが重要 

 ・今回のワークショップを基本として、市民が自分たちのこととして、主体的に考えて課題解

決のために具体的に取組を継続する必要がある 

 ・伊達市は環境を大切にするまちであることから「環境」をコンセプトにした公共交通の推進 
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2-3-4 公共交通乗降調査 

（１）調査概要 

ア．調査目的 

既存の公共交通網の利用実態や利用者意識を調査・分析することにより、伊達市地域

公共交通計画の策定に係る基礎データとして収集・整理を行いました。 

イ．調査対象 

・伊達市内のすべての駅 

・伊達市内を運行する路線バス全便 

ウ．調査実施日 

【意識調査】   令和 3 年 7 月 19 日（月）・20 日（火） 

【バス乗降データ】令和元年 7 月 10 日（水）令和 2 年 7 月 8 日（水） 

エ．調査方法 

【意識調査】   バス：調査員の乗車による利用者への聞取り調査 

            鉄道：調査員の目視による調査 

【バス乗降データ】道南バス株式会社からの貸与データの分析 

（２）調査結果 

 ア．鉄道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 2-95 各駅鉄道乗降者数 

ＪＲ函館本線は全体で 1,286 人

の利用があり、各駅共に高校生

以下の通学利用が多く、特に稀

府駅・北舟岡駅・長和駅でその

傾向が顕著となっています。 

 

 

 

 
図 2-96 各駅年代別利用状況 
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イ．路線バス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-97 路線バス時間帯別利用状況（全路線合計） 

路線バスの令和２年の 1 便あたりの平均利用者数は 23.5 人で、新型コロナウイルス

感染症の影響により令和元年の 27.4 人からは減少しているものの、事業者が効率的

な運行をしているものと考えられます。 

 

 

 

路線バスの利用属性は通学が約 37%、

通勤が約 16%となっており、通勤・通

学のような高頻度利用者が中心となっ

ています。 

 

図 2-98 路線バス利用目的内訳（全路線合計） 

 

 

意識調査の結果からは、

高齢者への割引制度の導

入、車両の小型化による

運行経費の削減などが求

められている状況です。 

 

 

図 2-99 路線バスの利用向上策への意識調査結果（全路線合計） 



77 

表 2-8 有珠線乗降データ（令和２年） 

 

 

都市間を結ぶ路線は、壮瞥町や

洞爺湖町への移動に使われてお

り、室蘭市とを結ぶ路線は都市

間利用のほか伊達・室蘭それぞ

れの市内の移動としても利用さ

れている状況です。 

 

 

 

 

 

表 2-10 倶知安伊達線乗降データ（令和２年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊達市から倶知安町を結ぶ路線

は、朝・夕のピーク時間帯の利

用が多くなっていますが、後志

地域と胆振地域をまたぐ利用は

見られない状況です。 

 

 

 

  

伊達市内 壮瞥町内 洞爺湖町内 合計

伊達市内 7 22 45 74

壮瞥町内 0 0 0 0

洞爺湖町内 0 0 0 0

合計 7 22 45 74

乗

車

場

所

降車場所

表 2-9 室蘭・洞爺線（有珠駅前）乗降データ（令和２年） 

 

洞爺湖町内 伊達市内 室蘭市内 合計

洞爺湖町内 49 29 3 81

伊達市内 30 180 43 253

室蘭市内 6 60 374 440

合計 85 269 420 774

乗

車

場

所

降車場所

図 2-100 時間帯別利用者数及び便数 

 

（伊達駅前発 → 倶知安駅前着） 

 

（倶知安駅前発 → 伊達駅前着） 

 

伊達地域内 壮瞥町内 大滝区内 喜茂別町内 京極町内 倶知安町内 合計

伊達地域内 4 3 1 0 0 0 8

壮瞥町内 12 0 0 0 0 0 12

大滝区内 11 0 0 0 0 0 11

喜茂別町内 0 0 0 0 1 9 10

京極町内 0 0 0 5 1 17 23

倶知安町内 0 0 0 20 22 2 44

合計 27 3 1 25 24 28 108

乗

車

場

所

降車場所
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2-3-5 伊達市民生委員児童委員協議会・伊達市連合自治協議会への聞取り調査 

（１）調査概要 

ア．調査目的 

伊達市地域公共交通計画の策定に向けて、伊達市民生委員児童委員協議会・伊達市連

合自治協議会に聞取り調査を実施し、日ごろから感じている公共交通の課題や伊達市が

検討している取組の方向性等について、計画策定の参考としてご意見をいただきました。 

イ．調査方法 

各団体の会議に時間を設けてもらい、計画の現状・問題点、課題、基本方針、基本目

標、施策を提示し、アンケート形式で後日回答をいただきました。 

ウ．調査期間 

令和 3 年 10 月 7 日(木)～19 日(火) 

エ．調査内容 

① 日ごろ感じている公共交通の課題 

② 計画の構成である「現状・問題点」「課題」「基本方針」「基本目標及び施策」それぞ

れの認識や取組の妥当性 

③ 基本目標や施策メニュー以外に考えられる取組の意見 

（２）開催結果 

① 日ごろ感じている公共交通の課題 

・日ごろ公共交通について感じている課題は、「愛のりタクシーの改善」が最も多く、その内訳

は、予約のタイミングや迂回による乗車時間の長さなど、仕組みの改善が求められています。 

・続いて「路線バスの改善」として、便数の少なさやバス停の配置などが挙げられています。

また、「愛のりタクシーの利用促進」として、情報提供機会の増加を求める意見が多く挙げら

れています。 

 

図 2-101 日ごろ感じている課題  

12.5%

20.8%

27.1%

18.8%

8.3%

12.5%

14.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

JRの改善要望

路線バスの改善要望

愛のりタクシーの改善

愛のりタクシーの利用促進

タクシーの改善要望
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公共交通全般の課題 （n=48）
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② 認識や取組の妥当性 

・伊達市地域公共交通計画に登載する内容の妥当性については、現状・問題点の認識、課題の

認識、基本方針のそれぞれについて、9 割強の方から「妥当」の回答を得ています。 

・基本目標②～④については、9 割以上の方から「妥当」の回答を得ている一方、基本目標①に

対しては、2 割強が「妥当ではない」と回答しており、その内訳は、特に市内循環バス（関

内・弄月線）に対する増便や運行経路の見直しが多く挙げられています。そのため、愛のり

タクシーへの AI システムの導入と合わせて、路線バスの利用しやすい環境づくりも施策に位

置付けています。 

 

   

図 2-102 伊達市地域公共交通計画の妥当性 

 

③ 基本目標や施策メニュー以外に考えられる取組の意見 

基本目標や施策メニュー以外に考えられる取組の意見として、複数の方からいただいた意見

を整理しました。 

・高齢者に対する買い物や通院など、目的に合わせた利用しやすい公共交通支援について

の意見を 5 名の方からいただきました。 

・愛のりタクシーについて、より利便性の高いシステム構築や利用しやすい乗降場所の検

討についても、4 名の方からいただきました。 

・観光への配慮や車両の小型化のほか、ボランティア輸送や冬期の移動手段の確保など

様々なアイディアをいただきました。 
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2-4 公共交通の課題整理 

地域特性、地域公共交通の現状及び各種調査結果から整理した、本市の地域公共交通における問

題点・課題は以下のとおりです。 

2-4-1 公共交通に係る現状・問題点の整理 

（１）地域特性 

本市の国勢調査に基づく人口は、平成 12 年（2000 年）の 37,139 人をピークに減少してお

り、令和 2 年（2020 年）には 32,826 人となっています。また、令和 2 年（2020 年）の高齢

化率は 38.4%であり、経年的に高齢化率が増加しています。 

人口減少・少子高齢化が進行しており、定住を促進する上でも、高齢者に対する外出支援や遠

隔地に住む少数の通学者へのきめ細かなサービスの提供が必要です。 

教育面では伊達高等学校と伊達緑丘高等学校の再編により、伊達開来高等学校として新設され

ました。また、今後も小学校の統廃合が予定されており、少子化による環境の変化に伴う通学輸

送の強化が今後ますます必要になります。 

（２）数値から見る公共交通の現状・問題点 

ア．鉄道 

本市は JR 伊達紋別駅をはじめ、有珠駅・長和駅・北舟岡駅・稀府駅・黄金駅を有しています

が、利用者が少ないため伊達紋別駅以外は無人駅となっています。伊達紋別駅における利用者数

は令和元年（2019 年）までは年々減少しており、同年には 800 人を下回りました。一方、令和

2 年（2020 年）は約 960 人まで回復しており、継続的な利用者の確保に向けた要因分析や利用

促進が必要です。 

また、利用者の約８割が通学利用である一方、高齢者の利用は３％程度であり、偏りのある利

用状況となっています。 

イ．路線バス 

路線バスは交通事業者（道南バス株式会社）によって維持されていますが、運転手の高齢化等

に伴う担い手の減少、利用者数の減少等により、バス路線の維持が困難になってきています。 

また、本市における補助額は年間約 8,000 万円となっており、特に国鉄胆振線代替バス運営等

補助金や道南バス生活路線維持費補助金が増加しており、大量輸送サービスの是非の検討が必要

となっています。 

大滝区では国鉄胆振線代替バスとして伊達大滝線や伊達倶知安線の運行が行われ、更に大滝区

では自宅からバス停留所まで送迎する支援を実施してきましたが、バスの利用者は伸び悩み、

年々補助金額が増加している状況です。また乗降調査の結果から、国鉄胆振線代替バスにおける

胆振地域と後志地域間をまたいだ利用はほぼ見られないため、伊達－倶知安間と、伊達市街地－

大滝間の存廃を含めたあり方を検討することが有効と考えられます。 
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ウ．タクシー・愛のりタクシー 

タクシー・愛のりタクシーは、路線バスと同様、運転手の高齢化等に伴う担い手の減少が課題

となっているほか、愛のりタクシーは、高齢化率が高まっている中で、高齢者の就労機会の拡大

に伴う車離れの遅延、高齢者の外出機会の減少などから、利用者数が減少しており、また愛のり

率も低い状況にあることから、制度の見直しが必要となっています。 

そのため、運行経路の最適化や愛のり率を向上させる効率的な運行を可能とする仕組みを取り

入れることが必要です。 

（３）アンケート結果から見えてきた現状及び問題点 

【運転免許の保有・返納】 

・運転免許保有者のうち、約４割は出来る限り運転し続けたいと回答しており、高齢化率の進行に

伴う高齢ドライバーの割合の増加により、事故のリスクが高まる可能性があります。 

・運転が困難になった場合の移動手段としては、徒歩・自転車が最も多く、次いでバスやタクシー

となっており、歩いて暮らせるまちづくりの推進が求められる一方、買い物帰りの配達・輸送サ

ービスや冬期の対応などを検討する必要があります。 

・免許返納の際に困ることは「買い物に行けなくなる」が約 8 割となっており、公共交通による移

動支援と合わせて、外出促進による健康増進についても検討が必要です。 

【日常生活】 

・通学は約 4 割が鉄道、3 割がバスであり、交通弱者のためにも公共交通の維持が必要です。 

・買い物の頻度は週 1 回以上が約９割となっており、高頻度で行動しています。また、買い物先と

しては、全体では市街地区・中央地区となっているものの、東地区・大滝区では自地区内での買

い物もみられ、さらに黄金地区では室蘭市、有珠地区では洞爺湖町で買い物をしている状況もあ

り、移動特性を加味した交通体系が必要です。 

・通院の頻度は数カ月に 1 回・めったに行かないを合わせると約 7 割であり、買い物と比較すると

低くなっています。 

・私用交通は、買い物と流動が類似傾向ですが、室蘭市への依存度が高まり、私用交通の 3 割強が

室蘭市に移動しています。 

【公共交通の利用】 

・公共交通の利用頻度は鉄道・バス・タクシーのいずれも低い状況であり、特にバスは「利用した

ことがない」割合が約４割と高く、バスのサービス内容の認知度も約 7 割が「知らない」と回答

しているほか、「困っていることがない」と回答している割合も約 3 割と比較的高い状況にあり、

実質的な利用率は低いとみられることから、少なくとも 1 度は利用してもらえるような仕組み作

りが必要です。 

・また、3 割（回答者ベースでは約 400 名）がバスのサービス内容を知っていると回答している一
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方で、「知っていても使われない公共交通」となっていることから、バスの利用促進に対する改

善点として挙げられた「利用したい時間にバスがない」などを解消する、移動需要に合わせた運

行時間や路線等の検討が必要です。 

【今後の公共交通のあり方】 

・バスを利用するうえで困っていることが解消した場合や、公共交通の運賃助成があった場合の利

用頻度の変化として、「すぐに回数が増える」と回答したのは１割にも満たない結果となり、利

用促進には高いハードルがありますが、約 5～6 割が「将来的に利用回数が増える」と回答して

おり、将来にわたって持続可能な公共交通に向けた既存の仕組みの見直しが必要です。 

・また、現時点では利用の少ないバス路線は廃止や減便をしてもよいとする回答は５割強であった

ものの、「現状を維持してほしい」とした回答も４割強を占めていることから、路線の見直しに

当たっては、既存の利用者への配慮も必要です。 

・将来に必ず残して欲しい公共交通は、年代別に違いがあり、10～50 代までは鉄道、60 代以上は

路線バスを重視しています。また、年齢が高くなるに従い愛のりタクシーの需要が高まっており、

75 歳以上では鉄道よりも重視している状況が明らかとなっていることから、年代に応じた利用

促進策や割引サービスなどの施策による需要を利用につなげる仕組みが必要です。 

（４）ワークショップからの提案 

全５回のワークショップを通じ、伊達市の「これからの公共交通に必要なこと」についての提

案を９項目にまとめました。 

【これからの公共交通に必要なこと】 

・鉄道・路線バスの充実 ・愛のりタクシーの拡充 ・タクシーの活用 

・大滝区の公共交通 ・多様な移動手段の活用 ・待合空間の形成 

・運賃体系 ・利用促進 ・持続可能な公共交通 

（５）交通弱者の声 

既存の公共交通に対する課題などについて、アンケートやワークショップでは拾いきれない交

通弱者の声を、伊達市民生委員児童委員協議会と伊達市連合自治会協議会の協力により集約しま

した。多く挙げられた意見は次のとおりです。 

【愛のりタクシーの問題点】 

・事前予約の必要があることや、乗車時間が長いなどにより、利用をためらう 

・民生委員など、サービス対象外の人が説明できるくらいに利用方法を周知してほしい 

【路線バスの問題点】 

・便数が少なく、経路や停留所の場所がわからない 

・家から停留所までが遠く、通院や買い物などに利用したい時間に運行しておらず、高齢者に

は利用しづらい  
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2-4-2 伊達市における公共交通の課題 

（１）多種多様な交通需要への対応 

路線バスにおける高齢化社会への対応、買い物や冬期間の交通需要への対応、少子化社会にお

ける遠隔地化する通学時の移動手段の確保など、多様化するニーズに応じた生活の足として鉄道

や路線バス（特に都市間バス）の維持が必要です。 

（２）増加する行政負担の効率化 

既存交通手段の利用促進等による交通事業者の収益改善と、それに基づく行政からの補助額の

抑制や運転手不足などに対応した路線バスの経路短絡化、運行便数の減便などについて検討し、

持続可能な公共交通として、再構築を行う必要があります。 

（３）都市間や郊外部（大滝区含む）の移動手段の維持・確保 

郊外部から伊達市街地や近隣自治体（室蘭市・洞爺湖町など）への移動手段として、交通事業

者によって鉄道や都市間バスが運行されておりますが、通勤・通学・通院・買い物等の生活行動

の支援のためにも、これらの広域交通を維持する必要があります。 

また、大滝区の公共交通は実質的にバス路線（国鉄胆振線代替バス）のみとなっており、地区

内移動や伊達市街地への円滑な移動支援が必要となっています。 

（４）愛のりタクシーの利用者・利用率向上 

愛のりタクシー登録者の高年齢化が進行しており、利用者は年々減少しています。また、高齢

者の就労機会の拡大や高齢による外出控えに伴い、新規登録者数も減少傾向にあり、財政負担が

増加する一方で、愛のり率の低迷など非効率な運用となっています。そのため、効率的な運行形

態による高い愛のり率を実現する予約運行システムの導入が必要です。 

（５）公共交通全体の利用促進 

市内では鉄道、路線バス、タクシー、愛のりタクシー等、多様な交通手段が整備されています

が、いずれも利用者が減少するなど、厳しい状況となっています。そのため、各交通手段の情報

提供を実施しながら、市内全体の交通サービスの理解度の強化を進める必要があります。 

また、観光への活用も視野に入れながら、利用促進策やサービスのあり方について検討する必

要があります。 

（６）新技術の導入による利便性の向上 

現在、アナログでの乗合いマッチングによる非効率な輸送や、キャッシュレス決済への非対応に

よる非効率な精算処理となっており、これらの効率化をはかるため、ＡＩデマンドシステムやキャ

ッシュレス決済の導入の促進について検討する必要があります。  


